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情動に伴う身体感覚に関する研究 1)

山口創*

Analysis on Bodily Sensations Followed by Emotions 

Hajime YAMAGUCHI* 

In this study， we investigated the factors of bodily sensations followed by emotions. In Study 1， we investigated 

the localization of bodily sensations followed by 6 emotions (anger， fear， surprise， sad， joy， dislil王e).1l1e result was 

that the bodily sensations foUowed by fear were the strongest， and those followed by dislike were the weakest. In 

Study 2，“τhe scale of bodily sensations followed by emotions" was developed and factor analysis yielded three fac-

tors of it百leywere "the perception of changes of autonomic nerves"， "the perception of the change of facial ex-

pression" ，“sense of exhaustion". And each factor was indicated to be expressed as different sensations in terms of 

socially common schema 
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情動 2)には大きく， 主観的{休本験 (信主認官幻7主匁、J札i

誠など) といつた心理的似仰側lリl商面1や，身体的変化 (内臓

活動，自律神経系，内分泌など)，そして表出(顔

面表情，動作，音声など)の 3側面があり，各々の

側而から多く の研究が行われている。実際にはこれ

ら3側面は，不可分に結びついた複利な過程である

ど考えられている (Frijda，1986)。

情[I)Jの主観的体験と身体的変化の関係について，

科学的な検討の端緒となったのは，“身体感覚反響

説' ともいわれる ，James (1892)の説である。 この

説はすなわち，情動経験どは身体の変化を筑|覚 した

もの(身体感覚)に他ならないことを主張 したもの

である。

その後の情動と身体的変化の関連について検討さ

れた研究を分類すると ，以下の Cacioppo& Petty 

(1982)の主張，すなわち身体の諸反応を “生理的変

化¥ “表出¥“身体反応、の主観的経験"に区分する

方法を斤11，、ることができる。本研究では特に情動に

伴う身体感覚ど生理的変化ど の関連について検討す

ることを目的としているため，以下では生理的変化

ど身体反応の主倒的経験の 2iJlljiiiについての研究を

概観する。

まず，生理的変化についてである。特に情動に特

異的な生理的変化の有無についての報告では，Ek-

man (1992)が基本情動どして指摘した悠り，恐怖，

嫌悪，悲しみ， 喜び，篤 3に対する自律神経系の指

1) 本研究は平成 20-23年度科学研究費補助金基盤研究 (C)(諜題番号 20530639)の補助を受けて行われた。 また，

本研究の一部は日本健康心理学会第 21回大会で発表された。

2) ↑官邸jは急激に生じ比較的激しい一過性のものであり生f史的変化を伴うことが多いのに対し，感情は感覚や縦念，

心的活動に伴って生じる快 不快の意識状態とされ，情動に比べて穏やかで上じ'1攻的持続的なものと考えられて

いるが(心理学辞典， 1999)， IU%{1iな概念的な違いは研究者の聞にも一致した見解がなし、。本研究では，身体的

変化どの関連からの検討であるため，それをより明確に示唆する情動のm認を用いることとした。

*桜美林大学

Psychology and Education Studies， J. E Oberlin University， 3758 Tokiwa-machi， Machida， Tokyo 194-0294， Japan 

e-mail y-h句ime@obirin.ac.jp



山口情動と身体感覚 ( 205 ) 

楳は，それを組み合わせることによって，単に情動

を正 ・負に分離するだけでなく， 負の情初Jを制fI分化

しうることまで明らかにされてきた (Ekman，

1983)。それによると恐怖や悲しみ，怒りの情動で

は心拍数の上昇が著しく，怒りの情動で指尖表面温

度の上昇が起こることなどが示唆された。これらの

生理的変化は，それらの主観的体験どは無関係に客

観的な指標として扱われてきた。

次に，身休反応の主観的経験，すなわち身体感覚

に着目した研究である。たとえば Pennebaker(1982) 

は，幸福，悲しみ，怒り ，罪悪，嫉妬，緊張の各情

動を対象に， 12種類の身体徴候について，被験者

が日常経験している強度を測定した。その結果，た

とえば，幸福で'L:t.筋肉の緊張が弱いなど，各情ID}J聞

に特異的な身体感覚のパターンがあることがわかっ

た。 また Shields(1984)は，不安ど怒り，悲しみに

伴う身体感覚について分析した結果，類似した徴候

パターン(発汗，心拍数の増加，筋肉緊張など)を

知覚すること，怒りや悲しみに比べて，不安の身体

感覚が強いこどがわかった。この結果は，前述の

Ekman (1983)による生理指襟の検討結果ど一部一致

するものである。

しかしながら，生理的変化ど身体感覚の報告の一

致の如何に関しては，注意すべき問題が残されてい

る。すなわち，身体感覚を検討した研究では，被験

者の口頭や筆記による自己報告が利用されるが，そ

の中には，社会 ・文化の中で共有される，“情却!と

生理反応の関係に関するスキーマ (Rime，Philippot.， 

& Cisamolo， 1990)が反映されている可能性がある点

である。このスキーマが報告されているとすれば，

従来の研究で示されてきた特定のパターンは，特定

の文化の聞に共有される，情動についてのプロトタ

イプ的な知識が反映されており，実体験に基づいた

ものではない可能性を否定で主ないことになる。確

かに自己報告による方法には，このような欠点もあ

るが，情動に伴う身体感覚の自己報告は，生理的変

化どのズレが小さい，すなわち正確であることも一

方ではわかってきている(藤森・板野， 2006)。さ

らに質問紙による自己報告を扱う長所は，生理的変

化は少数の指標でしかとらえることができないのに

対して，質問紙では微細な変化までも報告できる点

にある。

本研究では，これまで行われていない，情動に伴

う身体感覚の自己報告について定量化を試みること

を目的どした。そのため，以下の二つの研究を行

フ。

まず，情動に手1"~、経験される身体感覚の種類ど，

その部位について検討する(研究 1)。次に情動に

伴う身体感覚を測定する尺度を作成し，標準化を試

みることを第 2の目的とする(研究 2)。

研究 1

研究 Iでは，情重)jに伴い経験される身体感覚の音[1

位について比較検討し，それに基づ、いた情動の分類

について試みるこどを目的とする。本研究では表情

に基づく Ekman(1992)の分類により，基本的情動 6

種 類 (喜ひ，悲しみ，驚き，嫌悪，恐怖，怒り)に

ついて検討することとした。その理由は 6種類の

情動聞に，生理的変化のパターンの違いが認められ

ているためである (Ekman，1983)。

方法

調査対象者 大学生 168人(男性 79人，女性的

人)，平均年齢は 20，26歳 (SD=L38)，レンジ=9.0

であった。

質問項目および手続3

"悲しいど主(悲しみ)"，“驚いたとき(驚き)"， ， 

“吻娘嫌fなことカが弓あつたどさ (娘郷官悪)"， “恐怖を!感じたど

き(恐怖)"， "怒りを感じたとき(怒り)"の 6場面

について，各々の情動を過去に感じた際， どのよう

な身体感覚があったか，について自由記述で回答を

求めた。一つの情動に対して感じる身体感覚が複数

ある場合は，すべてを記入するよう求めた。

結果および考察

まず，各情IDJJについて記述された身体感覚につい

て，多いものから 10項目ずつ選択した (Table1)。

この結果について，怒り，悲しみに伴う共通した身

体感覚(心拍数の増加，筋肉緊張，発汗など)の存

在を指摘する Shields(1984)ど，本研究結果を比較

すると，“心拍数の増加1" は

(怒り引)"， .. 臼紛噺H紛筋7万J肉緊張"は “こぶしを握る (怒り ・悲

しみ)"のように，対応する身体感覚もあった。 し

かし一方で，発汗についての記述はし、ず、れの情動に

も見られないなど，異なる点 もみられた。Shields

(1984)の研究ど異なる身体感覚については，社会 ・

文化の中で共有される情動ど生理反応の関係に

関するスキーマ"が反映されている可能性が考えら
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Table 1 各情動に伴う身体感覚(上位 10項目ずつ選択)

怒り 喜び 悲しみ 2官鰐 嫌悪 恐怖

眉聞に鍛がよる 口角があがる I戻が出る 日を見聞く !爵悶に損症がよる 鳥肌がたつ

頭に血がのぼる 顔がゆるむ 休の力が抜ける 声を出す 溜恵、がでる 体が震える

こぶしを握る l淘がときどきする 肩をおピす 心臓がドキドキする 胸がムカムカする 心臓がドキドキする

i穎がこわばる 足取りが軽くなる うつむく 休が硬直する 顔が歪む 休が締まる

体が震える 休が軽くなる !淘が締め付けられる 休がのけぞる 無表情になる 顔がこわばる

顔が紅潮する 自が制11くなる 顔がゆがむ 汗がIlJる 体がだるくなる 体に力が入る

!陶がムカムカする i顔が紅潮する 属聞に鍛がよる 体温があがる 全身の力が抜ける 寒気を感じる

無表情になる i戻が出る こぶしを振る 肩があがる うつむく 手足が震える

歯をくいしばる 声が大きくなる 背中が丸くなる 体が跳ねる i戻が出る 身体がこわばる

心臓がドキドキする 声が高くなる 肩が震える 鳥肌がたつ 胃が痛くなる 背中がぞくっとする

Table 2 情動ごとにみた身体部位別の身体感覚および行動のクロス集言I(N=168) 

頭 顔 腕 ・手 胸 心臓 日昼 肩 背中 日要 !即 全身 ぷE〉コ、吉ii-l

怒り 34 120 35 4 3 15 28 239 

喜び 184 20 14 16 234 

悲しみ 129 4 15 21 4 22 195 

恐怖 59 22 20 51 10 2 5 87 256 

j!*き 150 3 35 5 2 37 232 

嫌悪 84 16 5 7 5 2 3 23 145 

れる。

さらに情動間で身体感覚を感じる部位が異なるこ

とが示唆された。そこで次に各情動において記述さ

れた身体感覚を身体部位別に分類するため，心理学

を専攻する大学院生 2名による合議で各々の身体部

位別に，意味の類似したもの同士を K寸法を参考

にまとめ，それぞれに含まれる記述の頻度について

集計した。集計に際し，一つの記述の中に複数の身

体感覚が記述されていた場合は，各々別個の記述ど

して集計し，発声や溜息といった自発的な行動次元

の記述は除いた。その結果を Table2に示した。

次に各々の情動を感じる各身体部位の頻度を合計

し，その偏りについて検討した結果，各情動聞での

数値の偏りは有意だった (x'(5)=53.70， p<.Ol)。各

情動に伴う身体感覚の頻度は，恐怖で最も高く，嫌

悪で、は最低だった。この結果は，恐怖や怒りで生理

的変化が大きし嫌悪では小さい，どした Ekman

(1983)の結果ど非常に類似したものと考えることが

できょう。

次に 6種類の情動に伴う身体感覚の身体部位に関

して， クラスター分析 Cx'測度・クソレープ内平均連

結法)を行い，身体部位の度数パターンが類似の情

動をクラスターにまとめた。その結果， Figure 1に

示したように，喜びど悲しみは類似しており，そこ

イフラス型一間の距離
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悪

き

り

嫌

驚

怒

恐怖

Figure 1 6種類の情動に伴う身体感覚に基つ、い

たクラスター分析の結果

から，嫌悪，驚き，怒り 恐怖の順に類似度が下

がっていくことがわかった。

“喜び"と“悲しみ"は顔と胸の身体感覚の知覚

が高かった。 現在悪"も胸の感覚が高いのは同様だ

が，腹や心臓どいった内臓の感覚が知覚されること

が特徴的だった。さらに“驚き"では胸の感覚より

もむしろ心臓の鼓動が早まり顔が硬直することに

よって他と峻別でき，“怒り"は胸や心臓よりも，

腹部の感じど手の震えが高いことが特徴的だった。

さらに“恐怖"は心拍の増加と，全身の震えや収

縮，こわばりというように，特定の身体部位に限定

されない全身に及ぶ震えやこわばりの感覚が知覚さ
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れることがわかった。

研究 2

情動に伴う身体感覚を測定する尺度を作成し標準

化するこどを目的どする。

方法

調査対象者 首都圏の 4年制私立大学 2校の大学

生であった。回答に欠損値のなかった分析対象者

は， 288名(男性 100名，女性 188名)であった。

平均年齢は 20.15歳 (SD=1.86)， レンジ =4.21で

あった。

調査用紙の構成

情動身体感覚尺度 研究 Iで用いられた 6極類の

情動に伴う身体感覚について，全体の総項目数を考

慮し，各情IDJJについて，回答数の多いものから上位

8項目ずつを採用した (Table1 参照)。回答は過去

に“怒ったどさ¥ “嬉しかったとき¥“悲しかった

ど主¥ “恐怖を感じたとき¥ “驚いたとき 白・嫌な

こどがあったどさ"の各情動そ感じた時，いかなる

身体の感覚を感じたか，について各々の情動ごとに

上記の 8項目ずつの質問に回答を求めた。たどえば

恐怖を感じたとき"の回答どして，

た

そのため尺度の総項臼数は 81項頁目 ×情霊窃動iJのI種重類(“6 

種頒)=4必8項日どなつた。回答方式は“lまったく

感じなかった~“4 とても感じた"の 4 111ニ法を用い

た。

ボディ・アウェアネス尺度 ボディ ・アウェアネ

ス(以下， BA) どは，“情緒に関連しない通常の身

体プロセスに対する注意(安圧1， 1999) ，. ， とされ

る。本尺度の信頼性，概念的妥当性， 医|子的妥当性

が!確認されている。14項目から構成され，第 l因

子は “身体サイクJレどリズムの感知 (季節が変わる

ど自分の体調も変わるようだ，など)"，第 2因子は

白身体状態の把握および身体反応の予測11 (今どのく

らい疲れているのか判断できる，など)"'，第 3因子

は “身体的徴11芙の!謀長日(熱が出てくると，いつもそ

れを敏感に感じとる，など)"から成る。各項目に

は 1はい"・"0いいえ"の 2111ニ法で回答を求めた。

本尺度は，識別的妥当性を確認するために用いた。

身体感覚増幅尺度日本語版 中尾 ・熊野 ・久保

木 ・Barsky(2001)によって作成された尺度である。

身体感覚の増幅 (somatosensoryampli日cation)どは，

身体感覚を強く ，有筈に，支障あるものとして感じ

る傾向を示すものである。たとえば “休におきるさ

まざまなこどをよく 気にする"どいった項目から成

る。尺度の信頼性，妥当性どもに確認されている。

10項目か ら構成され， 単因子構造である。回答は

1違う .，から 3その通り"の 5件法で回答 され

た。本尺度は，併存的妥当性の検証のために用い

た。

3尺度聞の関連について

まず，情動身体感覚尺度どBA尺度の関係である

が，後者は “情緒反応を|徐いた一般的な身体フ。ロセ

ス"を測定するものであり ，両者は異なるフ。ロセス

が測定 されていると 考 えられている (Shields& Si-

1110n， 1991)。 したがって，両尺度の相聞が低いこと

によって，概念的識別が確認され得る。次に，情動

身体感覚尺度 と身体感覚増IIJli¥尺度どの関係であ る

が，前者の多 くはネガティブな身体感覚への知覚の

程度を測定する項目から構成され，後者は不快な身

体感覚に注意を集中させ，それをより強く感じる傾

向をさす。 したがって，両者で測定している概念は

類似していると考えられるため，両者の相関がある

程度高いことで，併存的妥当性が確認される。

結果と考察

項目分析と因子分析

まず，情動身体感覚尺度の各項目の"平均値

ISD" が1.0以下， または“平均値+ISD" が 4.0以

上の項目をチェ ックしたが，該当項目はなかった。

次に，情車)J身体感覚尺度の内的構造について検討す

るため，48項目を対象に主因子法による因子分析

(Promax回転)を行った。 そして共通性が。30未

満のもの，および因子負荷量が。40未満の項目を

除外した。こうして選択された残り 21項目に対し，

再度因子分析を行い，上記ど同様の基準で選択した

ところ， 3因子で 14項目が採用された。その結果

を， Tatヲle3に示 した。第 l因子は全身や手足の収

縮や震え， 顔面の紅潮に関するものであることか

ら，“自律神経の変化の知覚"と命名された。第 2

因子は

表情の変化に関する内容でで、あるが，単なる'1育動の表

出どは異なり，知覚される表情の変化について測定

するものであるため 表情の変化の知覚"ど命名

された。第 3医l子は身体の脱力状態に関する内容か
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ら，“身体の脱力感"ど命名された。合計 14項目の

内的整合性を示すα{系数は， 全体で .82であり，尺

度としての信頼性が高いことが示された。

また，従来の身体感覚について扱われた研究(た

とえば伊原 ・宮元， 1993)では，性による反応形態

の相違や因子構造の相違が指摘されているため，性

Table 3 情動身体感覚尺度の因子分析結果 (N=

288) 

因子負荷量 共通'1生
h' 

I
 

l
 

i
 

--
因子 1:自律神経の変化の知覚 (α=.79)

怒2{;本が震える .72 -.20 .18 59 

恐 l鳥肌が立つ .62 -.16 19 .45 

恐6手足が震える .59 一 13 20 41 

喜2顔がゆるむ .56 11 -.24 .38 

喜5顔が紅潮する .51 .30 -.07 36 

恐4休がこわばる .50 .35 02 37 

因子 11:表情の変化の知覚 (α=.76)

嫌 3顔が歪む 05 .79 一.06 63 

悲 6盾聞に しわがよるー 16 77 .05 62 

悲 5歯をI噛みしめる 06 .74 04 。55

怒 I自を見開く -.01 .63 。11 41 

因子 111:身体の脱力感 (α=.72)

嫌5全身の力がぬける -.16 -.01 .86 。77

悲2休の力が抜ける 05 -.08 .76 .59 

悲 3肩をおとす .04 .09 .68 .47 

嫌 6うつむく .12 .06 .59 .37 

因子間相関

因子 I

因子 II 0.47料

因子 IJJ 0.52** 0.35** 

Note. **p<.OI 

Note.恐:恐怖， 喜:喜び， ~~ : 驚き ， 悲悲しみ，
嫌嫌悪.怒.怒り

による相違が見られるか検討した。その結果， 全般

にタ;性は男性よりも得点が高い傾向があった。 また

因子ごとに性差を検討した ところ，すべての因子で

久性は男性よりも有意に高かった CTable4参目的。

しかし，こうした傾向が 6種類の情動間で異なる，

といった反応形態の相違はみられず，因子分析結果

においても，負荷量での相違はみられたものの，構

造には相違はなかった。折半法による解析において

もほぼ同様の結果が得られた。そのため，男女ども

同ーの因子構造をもっ尺度であると考えられる。

BA尺度，身体感覚増幅尺度の基礎統計量と信頼

』性

BA尺度および身体感覚増幅尺度の平均評定値お

よび標準偏差および Cronbachのa係数について Ta-

ble 4に示した。α係数は各下位尺度において。70

以上の値が得られた。いずれの下位因子においても

性差が認められたため， 以降の分析では男女別に検

討した。

妥当性の検討

まず識別的妥当性を検証するため，情動身体感覚

尺度の各因子ど ，BA尺度の各因子どの聞で，男女

別に Pearsonの税率相関係数を算出した。 その結

果，各因子聞の相関係数は男女ども 。 04~.09 の値

であり ，いずれも有意ではなかった。 したがって，

本尺度で測定される概念ど ，一般的な身体感覚であ

るBAとは，概念的に異なるものであることが確認

された。

同様に情動身体感覚尺度の各因子と ，身体感覚増

幅尺度の合言|ー点どの悶で， Pearsonの積率相関係数

を算出 した。その結果，“自律神経の変化の知覚"

(男性 1'=.37，p<.OOI;女性 1'=.35，p<.OOI)，“表情の

Table 4 各尺度における男女別平均 (SD)および t検定の結果

全体(N=288) Male (N= 100) Female (N= 188) 
α 

JH SD JH SD M SD 

情動身体感覚尺度 0.82 46.22 6.76 44.85 6.30 47.58 7.22 3.17*** 
自律神経の変化の知党 0.79 17.69 3.10 17.04 2.98 18.34 3.21 3.35*** 
表情の変化の知覚 0.76 14.91 5.78 14.18 5.94 15.63 5.62 2.04ホ

身体の1I見力感 0.72 10.72 2.64 10.61 2.39 10.82 2.88 1.88* 
ボディ・アウェアネス尺度
身体サイクルピリスムの感知 0.76 3.60 1.65 3.73 1.66 3.46 1.63 1.75*** 

身体状態の把握 ・身体反応の予ilill 0.75 3.29 1.48 3.38 1.41 3.19 1.54 1.92本本本

身体的徴候の感知 0.71 1.70 1.13 1.95 1.14 1.44 l.ll 0.89 
身体感覚増幅尺度 0.72 34.06 5.33 32.64 6.02 35.48 4.63 4.45*ホ*

*p<.05， **p<.OI， ***p<.OOI 
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変化の知覚.. (男性 1'=.24，Pく 01;女性 r=.24，

p<.Ol)，“身体の脱力感.. (男性 "=.24，p<.Ol;女性

r=.23， p<.Ol) だった。この ことから，いずれの因

子も身体感覚増幅尺度どの聞には，十分とはいえな

いが，ある程度の相聞がみられたことから，併存的

妥当性が示されたといえよう 。

結 論

本研究では，情動に伴う身体感覚について明らか

にするため， 二つの研究が行われた。まず研究 lで

は，6種類の情IDjJど関連のある身体制位について検

討された。その結果，情動により身体感覚に特異的

なパターンがあるこ とが明らかになった。1i万究 2で

は，情動に伴う身体感覚を測定する尺度(情動身体

感覚尺度)の標準化が行われた。因子分析の結果，

自律神経の変化の知覚，表情の変化の知覚，身体の

脱力感の 3因子があることがわかった。

以下で，情動に伴う身体感覚の主観的な休験ど，

生理的変化などの客観的変化どの対応について総合

的に考察する。

まず研究 2において， 作HItIJに伴う主観的体験とし

て，“表情の変化の知覚(因子 2)"があることがわ

かった。このことは，情動の表出は表情に現われる

とした，従来の多くの研究結果(たとえば Ekman，

1992) ど一貫するものであるといえる。表情どいう

身体の客観的変化が，主観的体験としても知覚され

ているものであるといえよう。

しかし

容をみるど ，情E窃動F訪jに伴う身{休本感覚が，客観的な身体

的変化どは必ずしも対応していないと考えられるも

のもある。たとえば，“恐怖を感じた時，鳥肌が立

つ

述である。これらは実際にそのような生理的変化を

伴うものなのだろうか。その真偽は本研究からは明

らかにできないが，少なくども

といつた生理学的変化は恐f怖布に伴う変化どして先行

{研肝究で一般に認められているものでで、はない(たどえ

ばS鈎hi凶el川d心5，1ω984心)。むしろこれらの記述は，社会 ・文

化のI宇Iで共有される情動ど生理反応の関係に関

するスキーマ"(Rime et al.， 1990)が報告されたもの

であるど考えられる。同様の傾向は，以下の結果か

らも推測される。たどえば生理指楳を用いた Ek-

man (1983)では，怒りによって心拍の上昇が顕著で

あった。 しかし本研究では，怒りに伴う「胸JI心

臓」の身体感覚の頻度は，それぞれ 4と3しかな

く，高いものではなかったためである(研究 1)。

それに対して悠りに伴う「頭」の身体感覚の頻度は

34と高いものであった。日本語で「怒り」に相当

する感情言語と して 「頭にくるJがあり，その影響

を受けた可能性がある。

さらに，研究 2の第 3因子と して抽出された，

h身体の脱力感"について考察する。 この状態は，

自律神経の副交感神経が優位になったリラクセ ー

ションの状態とは異なるものであろうと考えられ

る。たとえば嫌なことがあったとき，全身の力

が抜ける悲しいことがあったとき，肩を結ど

す"というように， li{iiかに各々の情動には生理的変

化が伴 うこどが確認されているが(たとえば

Shield5， 1984)，それが“全身"や“肩"どいった部

位に特異的に感じられるものではない。その点から

これらの報告は単に生理的変化が知覚されたもので

はなく，それが心理的な修飾を受けて報告されたも

のであるど考えられる。

これらの点を総合的に考察する と，惇j窃jに伴う身

体感覚は， 三つのレベルに分類することができると

考えられる。第 lに， 実際に生起する身体的変化の

知覚(表情を中心とするもの)，第 2に，身体的変

化が心理的作用により修飾され報告されたもの(身

体の脱力感を中心とするもの)，第 3に，社会 ・文

化的に共有されるスキーマが報告されたもの ( I~I律

神経の変化の知覚を中心どするもの)である。

これら三つの分類の妥当性については， 今後さら

に検討すべき課題である。

情動身体感覚尺度は今後，たとえば心気症の患者

にとっていかなる側聞での身休感覚の増11同が見られ

るのか明らかにし，さらにそれを上記の 3分類によ

り把擬することができ，アレキシサイミア傾向の高

い患者にとって，情窃jに伴うどのような身体感覚に

問題があるのかなどについて簡便に把隠するこどが

できると考えられる。
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